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料(1)および資料(2)に， また， アメリカについては全米鉄鋼協会 (A1 S I)の


















































































































a) 加重生産品 971.073.0 (215.981.0) 1.174.245.6 σ93，774.8) 
a') 同上，材質調整 206，261.9 376，054日
b) 算定従業者数(人) 523，451 (203，620) 520，289 (270，603) 
b勺向上，社外工調整 244，344.0 324，923.6 
c) 年間一人当り[加重生産高 1.8b5 0.844 2.257 1.15!:1 























1，365，日62.2 (775，089.5) 1，348.263.7 (1，242，458.5) 本稿 m'-l，i'J表2
(215) 7 
740，210.5 1，18o，G47.9 a) xO.955， '"植 m-l. 3) 
478，368 (295，628) 本稿 m-2，付表4
331，748.4 354，753，6 
b) x 1.2，本は稿a】勺E←bb〕2 F) 
2.459 I 2.231 2.816 3.345 アメりカ日本は
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62 63 64 55 ~ 67 ~ 69 W 71 72 
(1963= 100) 日本とフメりカの鉄鋼業生出主l層2生産性のl時系ylJ信数，第 4表



















































































1958 1963 1967 1972 
ヰキ 作業結果による時系列指数は196~年を100 として 1972年は289 (第4表参昭Jであり，第2凶
申320とかなりの開きを示している。
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第 5表 日米鉄鋼業の平均賃金の比較 〔単位=千円)
日 本 アメリカ |名/メ目賃リ金カ対指数日，本¥ (怖平均Ic労務者)1(職烏 峨平均Ic労務者本*職員帥〕 (吋/(1)，(%) 
1958/G9 378 2，314 2，096 3，275 
63 516 491 633 2，771 2，581 3，466 
67 774 748 890 3，027 2，818 3，724 
72 1，437 1，398 1，610 3，746 3，511 4，519 
日 本「製鉄業参考資料(総括篇)I現金給与総額〒月平均従業者数
アメリカ AISI， Annual Statistical R噌ortより e
Employees Receiving Wages 
時間当り給与額×週平均労欄時間x52(週)X36(円)
* * Employees ReceivIng Salai:ies巴
総給与ー 平均従業者x360(円〉













































(6) 完成鋳鋼。 (7) 首位造3 この二品目をここでの対象品目より除くことにつ
いては，すでに述へた通りである。
(8) 鉄道軌条材。アメリカのばあい，文献(3)には付表1・Bに掲げたのとは
















ECEのウェイト表に法〈 r製鉄業参考資料J の川~ 1= 修正 品 目一主一色~L_，__ 一一一一 」
1 コ クス(注1) コークス )~~Jlif














"J" ッシ~ハ リムリンクノミ 日:1:4)・ハー インヱイ
ノレ(tt.5l
〔特烈Ur . lliU1I:条fl，~J に合土れたもの以外の形鋼・俸
主同(注2)



























































コ グス:!J-It結鉱は原材料統計に3 他は全て，成品続:~.I に示される。
















ECEのウェイト主古来く . ^.."..~1 ~+"+:~，，:_，， l D".___.， '1 c.'7 b~I'-r.，，~ 1_1-" r:o r: (Lt:;<)¥ I 
• AnnualStatistica Rcport (6骨版)にぷく lul門〈注2)I 修正 1" t-j 
と旦 IJ L._ ー 一一ー )ー一一一一一一一」一一 一 一 一
Coke uven(i]:ol) Production of coke by the ironε 町 1s同elindustry 
2. Total a田 lome四 ted I Agglomerated productionsのiれ Sinter，Pel1ets， 
produc同住¥:1) Briguet凶'8，nc【lulesand other 









Rails， Joinl' h:lrs and Tic plate bars 
I-Ieavy struct山tlshnpes ancl Steel piling 
Me四 hantbar8 and Ligb t shap副， Concrete rein-
f()J'C'.ing h日TS
明日rerods トhmks，Tuhe rollnr1s or Billel:s fnr Se:l吋醐tubing
Strip， skelp 
Raw steel pr川lucti011
Finished steel castings 
Steer forgings 







Semis and solids for 
tubes 
Ingots for tubes 
Strip 
Heavy platefl， OVt'T 
4.75r:nm 
Meιlium plates， 3 to 
4.75mm 








Rollcd steel car wheels 
hot-ro1!ec1 
vVheels， centres， tyres 
anc1 axlcs 
Othcr rοlleu producis 
Semis for sale 
18 
10 
20 (Semi品nishedfor forgings and export) Rollcd 
forging billets， blooms， bi1lets etc fol' export 
??????。???????
Cold-nnulhing haγs 
Long terne sheets 
j…1 of Pipe and T山 byprocessにて
分割表示されている。
Sheets-cold rollecl 
Tin and Terne plate 
Sbeets-galvanizec:l 






Cυ]問。ven，Agglomerated PToductsは Basicmaterialsり統計に，他は Steelproducts 0)杭計に示される。
69年ι燥の統計では，ょこで不される品目の品目別数値は把握しえない。(詳細は太論参照)
D(¥rlJcu wi.n:， Wuvrcn wia {ence， Bale ties Hnd Balil1g wire， wirc nail， Sta世出を古む。
21. Welded tubes 















tool steel---all produc胞となっている。そして資料(3)では Lightsectio回
目生産の数値は付表 1.Bに示した品目に関して得られ， これらの合計と資料
(4)のECEプレティ Yの数値との照合も確かめられる。したがって，資料(3)に

















るのであるが，これらは本来 Tinningand terne plateの生産忙向かうもの
と考えられ， ζの中にウ z イトとして含まれていると思われる。したがって，
日米鉄鋼業の哲働生産性比較 (231) 23 
付表2 日米鉄鋼業の加重生産高， 1967年 (生産量の単位千lン)
主iiP¥¥ 目本 アメリカ生産量|加重生畠 生産量 I加重生産f注畳2) 
1 コークス 12，345 12，345 52，131 52，131 
2 焼結鉱 37，782 18，891 82，385 41，192.5 
3 銑及高炉アロイ 41，101 57，541.4 81，168 113，635.2 




8 鉄道事L条材 469 4，361.7 875 8，137.5 
9. 1重量条鋼 3，618 26，049.6 5，625 40，500 
10 軽量条鋼 11，233 1四，179;5 12，986 149，339 
11 線 材 / 4，150 38，180 4，343 39，955.6 
12 鋼管用半製品 1，220 6，954 3，583 
13 鋼管用鋼塊 96 547.2 
20，423.1 
14. 7、トリ'770 3，631 46，113.7 4，446 56，464.2 
15. >芋 右足 8，663 63，239.9 9，181 
16 ド 板 1，323 9，657.9 
67，021.3 
17 薄 板 17，102 8"7，220.2 41，327 210ヲ767.7
18 車輪，輪心，外輪，車軸 88 2，235.2 262 日，654.8
19 その他圧延製品 172 1，978 
20 外販用素材 1，647 9，387.9 
21 鰐鍛接鋼管(注目 4，742 25，132.6 5，595 29，653.5 
22 継目なし鋼管〔注1) 978 18，190.8 3，125 58，125 
23 冷延鋼板 10，085 21，178.5 19，668 41.302.8 
24 プり キ 1，058 8，252.4 5，2日8 41，090.4 
25. 1ft!鉛鉄岐 1，995 10，573.5 4，157 22，032.1 
26 電気鋼板 487 9，106.9 668 12，491.6 
幻ー冷延帯銅 264 4，936.8 1，966 36，764.2 
28. sJ: 線 2，389 38，462.9 3，124 50，296.4 







ここでは， Black plateは除外したっ 'Long te口lesheets'は資料(4)には掲が
ってないのであるが，力1工段階から考えてここに加えた。
伺』且鉛鉄板。~伺冷延帝鋼。問題はなL、。
























日米鉄鋼業の封働生産性比較 (233) 25 
Lた〔第2表b')J。
1I -2 投入労働量の算定
前項で算定された生産活動に対応して， 投入された労働量を， マ y.ィャ
付表3 日本の鉄鋼業の部門SiJ従業者数
4 l年 1 月
区 分 労 子主 者一 時|職ム同 5十 |常 用 1臨 員
メμコh 計 |四530I 276，375 I 267，746 I 63，155 
首十 313，σ72 2G6，280 249，528 6，752 56，792 
1 銑鉄(号室LF鉄) 10，290 9，633 9，502 131 657 
鉄 フェロアロイ 民779 8，122 7，207 915 657 
粗 鋼 28，282 2G，;)99 26，093 506 1，683 
k 鍛 鋼〔打放〕 4，151 3，698 3，6日9 89 453 
制 鋳 長岡(鋳放〕 16，159 15，015 14，077 938 1，144 
主 熱間庄延鋼材 45，504 42，670 41，895 7'75 2，834 
S岡管(詑れん) 16，9口7 15，526 15，167 359 1，381 
E 日1
冷間〔線仕類を上含む鋼。)材 26，356 24，245 23，547 698 2，111 
め 〔線っ頬きを合鋼む。)材 6ヲ263 5.897 5，738 159 366 
ま門 鋳 鉄 管 4，462 4，310 4，257 53 152 
補別音i 門 副)，998 68，758 67，648 UlO 12，240 
文 管理部門 64，921 31，807 30ヲ788 1，019 33，114 
計 26，4回 20，095 18，218 1，877 6，363 
、 直接部門 18，808 16，686 15，087 1，599 2，122 
，鋼欽加工古成品門j 補 助 部 門 3，383 2，351 2，143 208 1，口32
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付表 4・B アメりカ鉄鋼部門の雇用統計， 1958"-'1972 
全 属 用 者宇
平均雇用者数川平均週労働時間側)1同問当り平均給与(ドル)
1972 478，368 37.6 申 6.221
71 487.269 36.7 5.564 
70 531，192 37.2 5.082 
69 544，019 38.7 4.851 
68 551，557 38.0 4.578 
67 555，143 37.4 4.324 
66 575，517 38.4 4.247 
65 583，851 38.0 4.142 
64 553，555 385 4.014 
63 520，289 37.7 3.926 
“2 520.538 37.1 3.873 
61 523，305 37.1 3.749 
60 571，552 36.4 3.579 
• S!=1 515，057 37.4 3.660 
58 523，451 36.0 3.433 









付け加わるものとして調整されたれすなわち，社内工X l.~，第 2 表 bつ}。
2) アメリカ
‘Annual Si向 tisticalReports' に Al1Employees Receiving Wages and 
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資中1(3) American Iron & Steel Institute， Annual Stati:;tical R叩ort
資れK4) U. N.， Quarterly'Bulletiπザ寸 SfeelStl1.tistics .f仰 Eurnρι
(237) 29 
